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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年8月6日(2009.8.6)

【公表番号】特表2008-543314(P2008-543314A)
【公表日】平成20年12月4日(2008.12.4)
【年通号数】公開・登録公報2008-048
【出願番号】特願2008-517145(P2008-517145)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ   7/06    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月16日(2009.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
本質的に、
Ｐ０が、Ｘ、ＸＸ、又はＸＸＸ（式中、Ｘは、任意のアミノ酸又はアミノ酸不存在を規定
する）であり、
Ｐ１が、Ｓ、Ｋ、Ｆ、Ｙ、Ｔ、Ｏｒｎ又はＨｓｅであり、
Ｐ２が、Ｌ、Ｖ、Ｍ、Ｉ、Ｎｖａ、Ｎｌｅ又はＡｂｕであり、
Ｐ３が、Ｌ、Ｎｖａ、Ｎｌｅ又はＡｂｕであり、
Ｐ４がＱであり、
Ｐ５がＨであり、
Ｐ６が、Ｌ、Ｎｖａ、Ｎｌｅ又はＡｂｕであり、
Ｐ７がＩであり、
Ｐ８が、Ｇ、Ａ、Ｓ又はＳａｒであり、
Ｐ９におけるＰΩが、Ｌ、Ｖ、Ｉ、Ａ、Ｎｌｅ、Ｎｖａ、Ａｂｕ又はＬ－ＮＨ2であり、
ＰΩ＋１が、Ｘ、ＸＸ、又はＸＸＸ（式中、Ｘは任意のアミノ酸又はアミノ酸不存在を規
定する）である配列であって、
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ＳＬＬＱＨＬＩＧＬ（配列番号７１）ではない配列からなる、単離ペプチド。
【請求項２】
本質的に、配列：
｛Ｋ、Ｆ、Ｙ、Ｔ、Ｏｒｎ若しくはＨｓｅ｝ＬＬＱＨＬＩＧＬ（配列番号７２）；又は
Ｓ｛Ｖ、Ｍ、Ｉ、Ｎｖａ、Ｎｌｅ若しくはＡｂｕ｝ＬＱＨＬＩＧＬ（配列番号７３）；又
は
ＳＬ｛Ｎｖａ、Ｎｌｅ若しくはＡｂｕ｝ＱＨＬＩＧＬ（配列番号７４）；又は
ＳＬＬＱＨ｛Ｎｖａ、Ｎｌｅ若しくはＡｂｕ｝ＩＧＬ（配列番号７５）；又は
ＳＬＬＱＨＬＩ｛Ａ、Ｓ、若しくはＳａｒ｝Ｌ（配列番号７６）；又は
ＳＬＬＱＨＬＩＧ｛Ｖ、Ｉ、Ａ、Ｎｌｅ、Ｎｖａ、Ａｂｕ若しくはＬ－ＮＨ2｝（配列番
号７７）；又は
｛Ｆ、Ｙ、Ｔ、Ｏｒｎ若しくはＨｓｅ｝｛Ｎｖａ、Ｎｌｅ、Ｍ若しくはＩ｝ＬＱＨＬＩＧ
Ｌ（配列番号７８）；又は
Ｓ｛Ｎｖａ、Ｎｌｅ若しくはＭ｝ＬＱＨＬＩＧ｛Ｎｖａ、Ｎｌｅ若しくはＶ｝（配列番号
７９）；又は
｛Ｋ、Ｆ、Ｙ、Ｔ、Ｏｒｎ若しくはＨｓｅ｝ＬＬＱＨＬＩＧＶ（配列番号８０）；又は
｛Ｆ若しくはＴ｝ＬＬＱＨＬＩＧ｛Ｎｌｅ｝（配列番号８１）；又は
｛Ｆ若しくはＴ｝｛Ｎｖａ若しくはＭ｝ＬＱＨＬＩＧ｛Ｎｌｅ｝（配列番号８２）
から成る、請求項１に記載の単離ペプチド。
【請求項３】
本質的に配列：
｛Ｆ、Ｙ、Ｔ、Ｏｒｎ若しくはＨｓｅ｝ＬＬＱＨＬＩＧＬ（配列番号８３）；又は
Ｓ｛Ｎｖａ、Ｎｌｅ若しくはＭ｝ＬＱＨＬＩＧＬ（配列番号８４）；又は
ＳＬＬＱＨＬＩＧ｛Ｎｌｅ、Ｎｖａ若しくはＬ－ＮＨ2｝（配列番号８５）；又は
ＳＬＬＱＨ｛Ｎｖａ若しくはＡｂｕ｝ＩＧＬ（配列番号８６）；又は
Ｓ｛Ｎｖａ｝ＬＱＨＬＩＧ｛Ｎｌｅ｝（配列番号８７）；又は
｛Ｆ若しくはＴ｝｛Ｌ若しくはＮｖａ｝ＬＱＨＬＩＧ｛Ｎｌｅ｝（配列番号８８）
から成る、請求項２に記載の単離ペプチド。
【請求項４】
本質的に配列：
Ｓ｛Ｌ若しくはＮｖａ｝ＬＱＨＬＩＧ｛Ｎｌｅ｝（配列番号８９）；又は
Ｔ｛Ｎｖａ｝ＬＱＨＬＩＧ｛Ｎｌｅ｝（配列番号９０）
から成る、請求項３に記載の単離ペプチド。
【請求項５】
本質的に配列：Ｓ｛Ｎｖａ｝ＬＱＨＬＩＧ｛Ｎｌｅ｝（配列番号８７）から成る、請求項
４に記載の単離ペプチド。
【請求項６】
クラスＩ ＭＨＣペプチド結合クレフトに対する親和性を有する、請求項１～５のいずれ
かに記載の単離ペプチド。
【請求項７】
前記クラスＩ ＭＨＣがＨＬＡ－Ａ２である、請求項６に記載の単離ペプチド。
【請求項８】
クラスＩ ＭＨＣ結合クレフトにおいてＳＬＬＱＨＬＩＧＬ（配列番号７１）の親和性に
類似するか又はこれよりも大きい該クラスＩ ＭＨＣ結合クレフトに対する親和性を有す
る、配列ＳＬＬＱＨＬＩＧＬ（配列番号７１）において、１～３つの置換を含む単離ペプ
チド。
【請求項９】
解離の半減期が、前記クラスＩ ＭＨＣ結合クレフトからのＳＬＬＱＨＬＩＧＬ（配列番
号７１）の解離の半減期に類似するか又はこれよりも長い、請求項８に記載の単離ペプチ
ド。
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【請求項１０】
ペプチドＳＬＬＱＨＬＩＧＬ（配列番号７１）に対する特異性を有するＴ細胞によって認
識される、請求項８に記載の単離ペプチド。
【請求項１１】
ペプチドが、請求項１～７のいずれかに記載のペプチド配列を有する、クラスＩ ＭＨＣ
／ペプチド複合体。
【請求項１２】
クラスＩ ＭＨＣ／ＰＲＡＭＥ425-433複合体を認識するＴＣＲと交差反応する、請求項１
１に記載のクラスＩ ＭＨＣ／ペプチド複合体。
【請求項１３】
クラスＩ ＭＨＣ／複合体が、ＨＬＡ－Ａ２／ＰＲＡＭＥ425-433複合体である、請求項１
２に記載のクラスＩ ＭＨＣ／ペプチド複合体。
【請求項１４】
遊離配列に組み込まれた請求項１～７のいずれかに記載のペプチド配列を含む、ポリペプ
チド。
【請求項１５】
請求項１～７のいずれかに記載のペプチドを含む、免疫原性組成物。
【請求項１６】
請求項１４に記載のポリペプチドを含む、免疫原性組成物。
【請求項１７】
請求項１４に記載のポリペプチドをコードする、核酸。
【請求項１８】
請求項１に記載のペプチドを発現する、核酸手段。
【請求項１９】
請求項１７又は１８に記載の核酸を含む、免疫原性組成物。
【請求項２０】
請求項１５に記載の組成物を節内投与することを含む、ＣＴＬ応答を誘起、維持又は増幅
させる方法。
【請求項２１】
請求項１５に記載の組成物及び免疫賦活剤を節内投与することを含む、クラスＩ ＭＨＣ
拘束性Ｔ細胞応答を同調させる方法。
【請求項２２】
請求項１９に記載の組成物を節内投与することを含む、ＣＴＬ応答を誘起、維持又は同調
させる方法。
【請求項２３】
本質的に、
Ｐ０が、Ｘ、ＸＸ、又はＸＸＸ（式中、Ｘは任意のアミノ酸又はアミノ酸不存在を規定す
る）であり、
Ｐ１が、Ｇ、Ａ、Ｓ、Ａｂｕ又はＳａｒであり、
Ｐ２が、Ｌ、Ｍ、Ｉ、Ｑ、Ｖ、Ｎｖａ、Ｎｌｅ又はＡｂｕであり、
Ｐ３がＰ又はＷであり、
Ｐ４がＳであり、
Ｐ５がＩであり、
Ｐ６がＰであり、
Ｐ７がＶであり、
Ｐ８がＨであり、
Ｐ９が、Ｐ、Ａ、Ｌ、Ｓ又はＴであり、
Ｐ１０におけるＰΩが、Ｉ、Ｌ、Ｖ、Ｎｖａ又はＮｌｅであり、
ＰΩ＋１が、Ｘ、ＸＸ、又はＸＸＸ（式中、Ｘは、任意のアミノ酸又はアミノ酸不存在で
ある）である配列であって、
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ＧＬＰＳＩＰＶＨＰＩ（配列番号４２）ではない配列から成る、単離ペプチド。
【請求項２４】
ペプチドが、請求項２３に記載のペプチド配列を有する、クラスＩ ＭＨＣ／ペプチド複
合体。
【請求項２５】
遊離配列に組み込まれる請求項２３に記載のペプチド配列を含む、ポリペプチド。
【請求項２６】
請求項２３に記載のペプチドを含む、免疫原性組成物。
【請求項２７】
本質的に、配列：
Ｅ｛Ａ、Ｌ、Ｎｖａ、Ｎｌｅ｝ＡＧＩＧＩＬＴ｛Ｖ、Ｎｖａ、Ｎｌｅ｝（配列番号９１）
；又は
Ｙ｛Ｍ、Ｖ、Ｎｖａ、Ｎｌｅ｝ＤＧＴＭＳＱ｛Ｖ、Ｎｖａ、Ｎｌｅ｝（配列番号９２）；
から成る、ｐＳＥＭプラスミドによって発現される免疫原性ペプチドの単離ペプチド類似
体であって、
前記配列が、Ｅ｛Ａ、Ｌ｝ＡＧＩＧＩＬＴＶ（配列番号９３）又はＹＭＤＧＴＭＳＱＶ（
配列番号９４）ではない、単離ペプチド類似体。
【請求項２８】
クラスＩ ＭＨＣ結合クレフトに対するＥＡＡＧＩＧＩＬＴＶ（配列番号１００）の親和
性に類似するか又はこれよりも大きい前記クラスＩ ＭＨＣ結合クレフトに対する親和性
を有する、配列ＥＡＡＧＩＧＩＬＴＶ（配列番号１００）において１～３つの置換を含む
単離ペプチド類似体。
【請求項２９】
クラスＩ ＭＨＣ結合クレフトに対するＹＭＤＧＴＭＳＱＶ（配列番号９４）の親和性に
類似するか又はこれよりも大きい前記クラスＩ ＭＨＣ結合クレフトに対する親和性を有
する、ＹＭＤＧＴＭＳＱＶ（配列番号９４）において、１～３つの置換を含む単離ペプ
チド類似体。
【請求項３０】
ペプチドが、請求項１に記載のペプチド配列を有する、クラスＩ ＭＨＣ／ペプチド複合
体。
【請求項３１】
遊離配列に組み込まれた請求項２７に記載のペプチド配列を含む、ポリペプチド。
【請求項３２】
請求項２７に記載のペプチドのいずれかを含む、免疫原性組成物。
【請求項３３】
請求項３１に記載のポリペプチドを含む、免疫原性組成物。
【請求項３４】
請求項３１に記載のポリペプチドをコードする、核酸。
【請求項３５】
請求項３４に記載の核酸を含む、免疫原性組成物。
【請求項３６】
請求項３２に記載の組成物の節内投与を含む、ＣＴＬ応答を誘起、維持又は増幅させる方
法。
【請求項３７】
請求項３２に記載の組成物及び免疫賦活剤の節内投与を含む、クラスＩ ＭＨＣ拘束性Ｔ
細胞応答を同調させる方法。
【請求項３８】
請求項３５に記載の組成物の節内投与を含む、ＣＴＬ応答を誘起、維持又は同調させる方
法。
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